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このたっぷりとある休暇を充実したものとするた

め、フィンランド人が是非ほしいものとして、コ

テージ、ヨット、ペットがベスト３にあがってく

る。大使館ではこれらをフィンランドの三種の神

器と呼んでいる。それぞれの所有率は、コテージ

は５家族に１つ、ヨットやレジャーボートは７家

族に１つ、ペットについては不明だが、人口50

万のヘルシンキ市には約３万匹の犬が登録されて

いる。この三種の神器により、湖でヨット遊びを

し、疲れたらコテージのサウナで汗を流して湖に

飛び込み、朝晩は犬の散歩をして過ごす、という

フィンランド人のコテージ・ライフが完成する。

　また、フィンランド人は極端に静寂を好む人種

らしい。よく引き合いに出される話なのだが、イ

タリア人は、「休暇中○○人の人に会った。いい

1.  フィンランドの道路
　カムチャッカ半島の付け根くらいの緯度に位置するフィンランドは、日

本の約９割の34万平方kmの面積を持ち、そこに北海道とほぼ同じ約

500万人が住んでいる。国土はほぼ平坦で、19万の湖と９万の島が点在

し、見渡す限り森林に覆われた土地が総延長７万８千kmの道路（国道

４万２千km、地方道３万６千km）でカバーされている。道路通行料は

すべて無料で、制限速度は郊外部では120km/hと高速ネットワークが完

備している。舗装率も65％と高く、整備水準は高い（写真１：ヘルシンキ

市近郊の高速道路）。除雪も、日本に比べて雪が少ないということもあるが、

非常に行き届いている。特に都市部、なかんずくバス路線の歩道は完璧に近く除雪されており、冬でも車椅子や

乳母車を押しながらの歩行が可能である（写真２：冬の歩道除雪状況）。

2．フィンランドの余暇
　フィンランド人の余暇の過し方は典型的な滞在型で

ある。年６週間の休暇取得が法律で保障されており、

夏１カ月のバカンスとクリスマス前後の２週間に分け

てとるのが一般的である。また、この６週間の休暇

は、フィンランド人全員がほぼまちがいなく100％消

化しているようである。余談になるが、以前、日本と

比較するためフィンランドの休暇消化率について調査

したことがあった。労働団体本部に問い合わせたと

ころ、休暇の消化状態なんて調査していないと言わ

れた。どういうことかよくよく聞いてみると、完全消

化しないなんて考えられないからだそうだ。この調査

の結果、どの労働団体も休暇消化率など調査していな

いし、だれもそんなことを心配していないことが判明し

た。
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▲写真１：ヘルシンキ市近郊の高速道路 写真２：冬の歩道除雪状況
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4．周遊型観光の芽生え
　滞在型観光を充実したものとする一方、日本の

ような周遊型観光の取り組みも始まっている。首

都ヘルシンキ市周辺のような人口密集地域では、

自然に触れる滞在型観光は比較優位性がない。し

かし、市周辺にはスウェーデン王国とロシア帝国

の数百年にわたる長い戦いの遺跡が点在している

（フィンランドは過去数百年間どちらかの属国で

あった）。点では観光資源として弱いため、これ

らの点を結び線とすることによって周遊型観光の

比較優位性を高め、「キングス・ロード」と命名

し売り出している（図２：キングスロード地図及

び写真３：観光拠点）。このキングス・ロードは
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図２：キングスロード地図

写真３：キングスロードの観光拠点

休暇だった。」と言うのに対し、フィンランド人は、

「休暇中誰にも会わなかった。いい休暇だった。」

と言う。こんなフィンランドで道路に求められる

ことは、コテージまで迅速かつ安全・快適に到達

できること、そしてコテージ周辺は静穏に保たれ

ること、となる。

3．余暇と道路
　コテージ近辺までの迅速性、安全性、快適性は

全国に網羅された高速道路網が保障してくれる。

高速道路を降りて森に入り、枝線に入ると道路

は一変して砂利道となり、しばらく揺られるとコ

テージに到着する。整備が行き届いていないよう

だが、実はこの砂利道がコテージの静けさを守っ

てくれているのだ。

　湖にボートで出ると、岸辺のそこここに森に隠

れてコテージが見える。ボートで対岸へ行くのは

簡単だが、車で行くのは多少面倒なこととなる。

フィンランドには何万という湖があるが、そのほ

とんどの湖には周遊道路がない。したがって、対

岸のコテージに車で行くには、一度幹線まで戻っ

てから、また別の枝線に入って対岸にたどり着く

ための砂利道を探さなくてはならない。不便なよ

うだがプライバシーとコテージの静寂を守るのに

は非常によい道路設計となっている（図１：湖周

辺の道路地図）。周遊道路がないのは、湖に面す

る土地がコテージ用に個人所有となっていること

が大きく影響している。また、コテージへの砂利

道は私道であり、通過交通が入り込めないよう行

き止まりとなっているため、コテージの静けさが

保たれることとなる。

　この静かなる国は外国人観光客にも受けが良

い。フィンランドには、ロシアを始め、スウェー

デン、ドイツ、英国等からフィンランドの人口と

同じくらいにもなる年間500万の外国人観光客が

訪れており、レンタル・コテージで静かな夏を満

喫して帰って行く観光客もかなりの数となる。

図１：湖周辺の道路地図

私道（黒い線）の行き止まりに湖畔のコテージ（黒い点）がある。

ストックホルムからサンクト・ペテルブルクに至

るまでの道で、点在する城郭や戦場跡といった遺

跡をたどるだけではなく、途中の各都市で軍楽隊

パレードや歴史祭り等のさまざまなイベントを観

光シーズンに集中して開催し、観光資源としての

質を高める努力もしている。

　また、国土の３分の１くらいが北極圏に属する

ことから、冬とその寒さを売りにした観光も盛ん

である。北極圏の入口となるロバニエミ市には

フィンランド政府公認のサンタクロースが住んで

おり、同市のサンタクロース村には日本からも観

光客が押しかけてくる。このほか、運がよければ

見られるオーロラ、氷の城、砕氷船で割った海面

に完全防水・防寒着を着てプカプカ浮かぶといっ

た変わったアクティビティもある。

シベリア上空を通過する直行便で約８時間半、日

本からもっとも近いヨーロッパである静かなる国

フィンランドへ、皆さんもどうぞ。
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